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産業技術総合研究所理事長

石村和彦

いしむら・かずひこ 79年（昭54)東大院工修士修
了、 同年旭硝子（現AGC)入社。00年旭硝子ファイ
ンテクノ社長。06年旭硝子執行役員、08年社長、15年
会長。20年産業技術総合研究所理事長。経済同友会副
代表幹事などを歴任。兵庫県出身、71歳。

大学と連携、日本に ‘革新の生態系、

社会実装へ研究の場提供
国
研
で
あ
る
産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総
研）

と
大
学
の

連
携
は 、

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
基
盤

で
あ
る 。

連
携
の
あ
り
方
を
見
直
し
続
け 、

新
た
な
価
値
を
創

り
出
し
て
い
く 。

産
総
研
に
は 、

量
子
技
術
の
研
究

胸
発
と
実
用
化
を
担
う
量
子
・
A
I

（
人
工
知
能）

融
合
技
術
ビ
ジ
ネ
ス

開
発
グ
ロ
ー

バ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

(
G
|

Q
u
a
t)

が
あ
る 。

セ
ン

タ
ー

長
に
は
東
京
工
業
大
学
最
後
の

学
長 、
益一
哉
氏
を
迎
え
た 。

先
日 、

益
氏
と
話
を
し
て
印
象
に
残
っ
た
の

が 、

「
大
学
が
産
総
研
の
設
備
や
知

見
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で 、

双
方
に
と
っ
て
の
成
長
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か」

と
い
う
指
摘
だ 。

大
学
は
産
総
研
に
と
っ
て 、

日
本

全
体
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ

ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
く
上
で
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー

だ 。

産
学
官
が
一
体

と
な
る
に
は 、

産
総
研
と
大
学
が
互

い
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る 。

一
方
で 、

日
本
全
体
で
は
博
士
人

材
の
不
足
と
市
場
で
求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る 。

大
学
に
は
高
い
専
門
性

を
有
す
る
人
材
が
数
多
く
存
在
す
る

が 、

産
業
界
の
需
要
と
完
全
に
は
合

致
し
て
い
な
い 。

星
礎
研
究
や
応
用

研
究 、

社
会
実
装
と
い
う
各
段
階 、

さ
ら
に
材
料 、

量
子 、

A
I、

エ
ネ

•

•

•

 

ル
ギ
ー

な
ど 、

領
域
ご
と
に
必
要
と

さ
れ
る
人
材
像
は
異
な
り 、

そ
の
需

給
の
ず
れ
を
い
か
に
埋
め
る
か
が 、

日
本
の
研
究
力
と
産
業
競
争
力
双
方

の
強
化
に
菫
要
だ 。

産
総
研
は
2
0
2
1

年 、

研
究
成

果
を
実
際
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ

な
げ
る
役
割
を
踏
ま
え 、

研
究
リ
ソ

ー
ス
の
配
分
比
率
を
社
会
実
装 、

応

用 、

基
礎
研
究
に
つ
い
て 、

そ
れ
ぞ

れ
3、

5、

2
と
明
確
に
し
た 。

ま

た 、

修
士
卒
人
材
の
採
用
拡
充
と 、

博
土
号
取
得
支
援
制
度
の
運
用
を
開

始
し 、

企
業
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
研

究
を
産
総
研
で
実
施
し
な
が
ら
大
学

で
博
士
号
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し

た 。

設
備
の
共
用
化
の
ほ
か 、

実
証

や
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ

プ
を一
貫
し
て
担

ぅ
ェ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
人
材
も
強
化

し
て
き
た 。

研
究
成
果
の
社
会
実
装

に
お
い
て 、

大
学
で
も
不
足
し
が
ち

な
工
程
設
計
や
実
装
支
援
を
手
厚
く

実
施
し
て
い
る 。

こ
れ
ら
は 、

大
学
と
は
異
な
る
産

総
研
の
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
大

学
や
企
業
と
連
携
し 、

素
早
く
研
究

成
果
を
社
会
実
装
す
る
た
め
の
仕
組

「大学が産総研を活用することで
双方の成長につながる」と指摘す
る益センタ ー長®

9 ,  

•

•

•

 

み
づ
く
り
で
あ
る 。

大
学
と
産
総
研
が
連
携
す
る
こ
と

は
企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
が
大
き

い 。

産
総
研
で
対
応
し
き
れ
な
い
部

分
を
大
学
が
担
う
こ
と
で 、

企
業
が

抱
え
る
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る 。

こ
の

時
に
活
躍
す
る
の
が 、

A
I
S
T

s
o
l
u
t
i
o
n
s
(
A
I
S
O

 

l
)

で 、

23
年
に
産
総
研
が
社
会
実

装
を
加
速
す
る
た
め
に
設
立
し
た
1

0
0
％
子
会
社
だ 。

A
I
S
o
ー

が
企
業
や
マ
ー

ケ
ッ

ト
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
て 、

そ
れ
に
合

致
す
る
産
総
研
の
技
術
だ
け
で
な

く 、

大
学
の
知
見
も
合
わ
せ
て
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
る
と 、

産

学
官
の
連
携
を
よ
り
迅
速
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
形
に
変
え
て

い
け
る 。

そ
の
た
め 、

A
I
S
o
l

で
は 、

産
総
研
の
技
術
と
企
業
の
事

業
課
題
を
つ
な
ぐ
生
成
A
I
「
B
i

b
b
i
d
i」

を
提
供
す
る 。

今

後 、

産
総
研
と
連
携
す
る
大
学
の
技

術
も
取
り
込
む
予
定
だ 。

産
総
研
は
今 、

ょ
非
連
続
な
成

長ク

を
目
指
し
て
い
る 。

こ
れ
は
大

学
や
企
業 、

産
総
研
が
強
み
を
持
ち

寄
り 、

多
様
な
人
材
が
多
様
な
形
で

連
携
す
る
こ
と
で 、

従
来
の
枠
組
み

で
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
イ
ン
パ
ク

ト
を
社
会
に
も
た
ら
す
こ
と
だ 。

そ

の
た
め
に 、

大
学
と
の
連
携
の
あ
り

方
を
問
い
続
け 、

最
適
な
形
で
再
設

計
し
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い 。

大

学
と
相
互
に
知
見
や
資
源
を
生
か

し 、

と
も
に
新
た
な
価
値
を
創
り
出

す
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い 。

（
次
回
は
静
岡
文
化
芸
術
大
学
文

化
政
策
学
部
教
授
の
曽
根
秀一
氏
で

す）


